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かけて, LBS (Leisure Boredom Scale：余暇退
屈度) や LSS (Leisure Satisfaction Scale：余
暇満足度), GLSS (Global Leisure Satisfaction

































際の枠組みとして利用することを想定した ｢レジャー志向性尺度｣ (佐橋・佐藤 2007) について検討すること
は, 2つの問題の解決に糸口をあたえるものとして注目に値する｡
本研究では, 大学生を中心とした先行研究と一般市民を対象としたサンプルを比較することによって尺度の検
証を試みたが, その結果, 尺度としての安定性については確認された｡ ただし, 因子寄与率が一般性を保持し得
るのか, サンプル特性に依存するものなのかどうかについての判断は, 今後の調査研究の成果が待たれる｡























件・社会条件に沿って 4地域に分け (図 1：北部・
中部・南部・東部), 調査区域の選挙人名簿を用
いて地域区分ごとに一定数のサンプルを抽出した｡




質問紙全体は, ) レジャー志向性尺度, )
レジャー活動の実態, ) LBSおよび ILM (ど
ちらも短縮版), ) QOL (クオリティ・オブ・
ライフ), ) 休日・平日の行動範囲, ) 地域
コミュニティへの親和性, ) 性格特性 (社交性,




















て ｢緑の連鎖｣ を作り出し, 夏に快適に過ごせる
クールアイランドの実現を目指すものである｡




















｢A ○○○…｣ ｢B ○○○…｣ が示されており,
自分がどちらの傾向を持つか回答する形式となっ
ている｡ この 32項目は, ) 長期的展望・向上
(8項目), ) 活動性 (8項目), ) 対人関係 (4
項目), ) 主導性 (4項目), ) 利他主義 (4




について, ) 長期的展望・向上, ) 活動性か
らそれぞれ 3項目ずつ減らした上で, 自然志向に




表 1 レジャー志向性尺度 (流山版) の単純集計結果 1



















B 文 章 ｢B｣
例 果物では, リンゴが好きだ 1 2 3 4 果物では, ミカンが好きだ
環境問題や食の安全などには興味がない 3.4 6.2 51.2 22.9 自然の中でのスローライフにあこがれる
余暇時間には, おもに一人で音楽鑑賞や

















ネルギー充電) になる 11.0 37.3 27.1 8.2
休養する方がリフレッシュ (エネルギー
充電) になる
人のいない静かな場所に行きたい 19.5 46.8 15.3 2.2 繁華街など人の多いところに行きたい
私の趣味活動は他の人とするものが多い 7.0 29.3 32.5 14.9 私の趣味活動は, 一人でするものが多い
将来の目標や自己実現等は考えず, 今楽








ず自分が優先されると思う 5.6 47.8 26.7 3.6
積極的にボランティア活動や社会貢献で
きる活動に関わりたいと思う
夏の暑い日はエアコンが必要だ 12.7 24.1 31.7 15.3 夏の暑い日は木陰で涼みたい
自然は守り育てるものだ 31.1 39.2 10.8 2.6 自然は遊び場だ
送付件数合計 1,602 件に対して, 有効回答数




先行研究と同様 (佐橋・佐藤 2007), 6つの因
子構造が確認されており (表 3), 因子ごとの信
頼性係数を見ても, これら下位尺度の内的一貫性
は概ね高いものとしてとらえることができる｡ た
だ, ｢活動性｣ 因子と ｢長期的展望・向上｣ 因子
に関するアルファの値が ｢.507｣ と ｢.599｣ と低




因子のアルファは ｢.750｣ と ｢長期的展望・向上｣
因子のアルファは ｢.599｣ と向上した｡ もちろん
尺度全体としても, 全 28項目で ｢.754｣ という
値が出ている｡
また, 先行研究においては ｢活動性｣ の因子を
構成する項目として位置づけられていた項目 15
(旧項目 18) と項目 2 (旧項目 2) が, 今回の調
査では ｢対人関係志向｣ の因子に括られている｡
これは先行研究における ｢活動性｣ の因子の中に,




表 2 レジャー志向性尺度 (流山版) の単純集計結果 2



















B 文 章 ｢B｣
例 果物では, リンゴが好きだ 1 2 3 4 果物では, ミカンが好きだ
余暇時間には, 体を動かしたい 17.1 39.8 20.3 6.6 余暇時間には, ゴロゴロしていたい
余暇時間には家にいたい 6.6 25.9 36.3 14.9 余暇時間には出かけたい
旅行するなら人があふれる雑多なところ 1.2 3.8 32.1 46.6 旅行するなら自然豊かなところ
余暇時間は一人で過ごしたい 10.6 33.7 31.7 7.6 余暇時間は友だちと過ごしたい
暇なときは遊びたい 11.0 29.1 34.3 9.2 時間ができれば何か学びたい
手軽で誰にでも楽しめる活動が好き 15.7 47.6 15.3 5.2 挑戦的で奥深い活動が好き
人が集まる社交的な場面では, 輪の中心




にはそのような活動を行う 3.0 14.9 44.6 21.3
自由時間は自分の楽しみや将来のために
使いたい
自然の中にいると落ち着く 37.1 39.4 5.8 1.4 人の中にいると落ち着く
余暇時間は, 人を誘って一緒に何かをし












どにはまず参加しないと思う 9.6 25.7 40.0 8.4
ボランティア活動や地域活動, NPO活動等
に時間があれば参加してみたいと思う
スポーツ, フィットネスに努めている 10.0 22.1 35.7 15.9 休養, リラックスに努めている






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































望・向上｣ と ｢活動性｣ が高いのに比べ, 本研究
のサンプルでは, ｢長期的展望・向上｣ が最も低
くなっている｡
このことは, 若年層 (大学生) のみのサンプル






代＝16.7％｣ ｢30 代＝21.8％｣ ｢40 代＝16.0％｣
｢50代＝18.4％｣ ｢60代＝10.9％｣ ｢70代＝11.0％｣
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